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は じ め に

オオムギのうち裸麦は， 麦飯， 麦茶， 味噌・醤油の原

料などとして利用するため， 古くからわが国で栽培され

てきた重要な畑作物の一つである。 香川県では， 裸麦を

水田裏作の基幹作物として栽培しており， その作付け面

積は愛媛県に次いで全国第2 位であり， 長年良質裸麦の

主産地としての地位を維持してきた。

ところが， 香川県の主力品種である「サヌキハダカ」

に，1�3月に棄が黄変して圃場全体が黄化する黄化症状

が発生し， 安定生産の大きな障害として問題になった。

その原因究明と防除法の確立が緊急課題となった。 この

黄化症状は， 主にオオムギ縞萎縮病と併発することや湿

った園場で多いことから， ウイルス病や湿筈ではないか

と考えられたが， 黄化症状を示す株では，ネ良部のほとん

どが褐変し，そこから数種の乃Ithium属菌が分離された

(楠ら，1990) ことから，国杉(1934)が報告した黄枯病で

あることが判明した(楠・一谷，1994)。 オオムギ黄枯病

については， 防除法はもちろん， 病原菌の種類や発生生

態なども不明であった。 そこで， 筆者らが行った一連の

研究の結果を取り まとめて紹介する。

I 病 徽

初期の症状は下棄の黄変と生育不良である。 その発現

時期は1 月中~下旬であるが，まれに12 月下旬から認め

られることもある。 その後黄変葉数が増加するととも

に， 早く賞変した下葉は葉先から淡褐色となり， しだい

に枯死する(口絵写真参照)。 また，生育不良が顕著にな

り， 分げつ数は少なく， 草丈も低くなる。 これらの病徴

が最も顕著になるのは2 月末から3月に入ってからで，

遠望しでも発病畑が明りように区別できるようになる。

また， オオムギ縞萎縮病を伴う場合が多い(口絵写真参

照)。 賛化症状を示す株の板は短く，褐変し(口絵写真参

照)， t良部組織中には乃thium属菌の卵胞子が多数みら

れる(口絵写真参照)。 茎立ち期には黄化症状は回復する

が 擢病株は生育不良で草丈が低く， 穂は小型で穀粒数

が少なくなる。

Epidemiology and Control of Browning Root Rot of Barley. 

By Mikio KUSUN OKI 

E 発生実態と被害

発生実態調査を香川県仲多度地域のオオムギ栽培圃場

で，1989年と1990年に実施した。

1989年3月には，本病発生園場の約80%でオオムギ縞

萎縮病ウイルス(BaYMV) に感染しており，BaYMV 

の感染が認められない圃場は20%にすぎなかった。この

ように，香川県のオオムギ黄枯病の発生は，BaYMV の

感染を伴う場合が圧倒的に多かった。 また， 本病の被害

程度は， 栽培法についてみると， 全面全層播栽培>ドリ

ル播栽培>畝立て栽培の順となり， オオムギの連作や早
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図 ー 1 オ オ ム ギ黄枯病 発生圃場 に お り る 黄化程度 と収量

と の関係

・ : 追肥 を行っ た圃場， 口 : 追肥 を行わなかっ た圃場.

回帰直線は追肥 を行わな かっ た圃場 の み を対照 に 作成 し

た

*は 5%， 事 ・ は1% の危険率で有意な相関があ る こ と を

示す.
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図 - 2 オ オ ム ギ黄枯病 発生園場 に お け る根部 の褐変程度

と収量 と の関係

・ : 追肥 を行っ た園場， 口 : 追肥 を行わな かっ た圃場.

回帰直線は すべて の園場 を対照 に作成 し た .

場 噂は 1 % の危険率で有意な相関があ る こ と を示す.

播き及び排水不良によって被害程度が高くなる傾向が認

められた(楠ら，1990) 0 

1990年の2�4月に， 本病発生12闘場について， 黄化

症状の程度，縞萎縮病のモザイク程度及び根部の褐変程

度を調べ， これらと収量との関係を検討した。 対象とし

た12 圃場についてみると，黄化症状の程度と収量との聞

には有意な相聞は認められなかったが，2 月3�10日に

追肥を行った3 園場を除くと，2月の調査では1%の危険

率で，3月の調査では5%の危険率でいずれも負の相闘が

みられた(図1)。縞萎縮病のモザイク程度については，

2�4月の調査ともに追肥を行った圃場を除いても，収量

との聞に明りような相闘がみられなかった。 根部の褐変

程度については，追肥の有無にかかわらず，1%の危険率

で負の相聞があった(図-2)。収量構成要素のうち稗長と

穂長とについては， 黄化症状の程度が高く根部の褐変程

度が高い圃場でともに短くなる傾向であったが， 穂数に

ついては黄化症状の程度や根部の褐変程度と明りような

関係は認められなかった。 ただし， 高い土壌水分下で播

種を行った圃場や播種が遅れた圃場では， 穂数が少ない

傾向にあった(楠，1995 a)。

皿 病 原 菌

44 の圃場の被害株及び土壌から乃thium属菌を分離

したところ，根部からは88%，土壌からは94%の園場で

乃thium属菌が分離された。 分離菌株の形態観察によ

り， 突起のある蔵卵器を持つ種， 平滑蔵卵器を持つ種及

び菌糸のふくらみのみを持つ種の三つに分けられた(口

絵写真参照)。菌糸のふくらみのみを持つ種は異なる菌株

間の対時培養で蔵卵器を形成した(口絵写真参照)0 3 種

とも遊走子を形成しなかった。 生育温度は3 種すべて5

�350Cの範囲にあり， 適温は25�300Cであった。

P laats. Niterink (1981)の検索表及び原記載(津田 ・

陳，1926: DRECHSLEI1， 1960: CAMPI3ELL and HENDRIX， 

表 - 1 3 種乃thiu附属菌 の接種土壌 に お け る オ オ ム ギの

根部 の褐変程度， i1 の黄化程度及び再分離

乃thium spp. 根部 の褐変程度.) 業 の黄化症状程度.) 再分離b)

Rゆtnωum +++ ++十 + 

P. ultimum +十 +++ + 

var. ultimum 

P. sylvaticum + + + 

無接種

叫 (+++) 非常 に著し い， (++) : 著 し い， ( +) : わずかな

根部 の褐変あ る いは葉の賛化症状が認められ る . (-) : 根部 の

褐変あ る いは棄 の黄化症状が認められな い.
b) ( +) : 再分離され る . (ー ) : 再分離されな い .

1976) に基づき ， 突 起 の あ る 蔵 卵 器 を 持 つ 種 をP.

ゆiηosum SAWADA， 平滑蔵卵器を持つ種をP. ultimum 

TROW var. ultimum及び菌糸のふくらみのみを持つ種

をP. sylvaticum CAMPBELL & HENDRIXと同定した。これら

3 種の乃thium 属菌は，オオムギの病原菌としてはわが

国で初めての記録であり， 特に， P. spinosum及びP.

砂lvaticumは世界でも最初の記載である (楠・ー谷，

1994)。

3 種乃thium属菌のオオムギ「サヌキハダカjに対す

る病原性を調べたところ，3 種とも葉の黄化症状と根部

の 褐 変症 状 が 再 現 さ れ た 。 根 部 の 褐 変 程 度 はP.

sþinosumで著しく，P. ultimum var. ultimum， P. 

りIlvaticumの順に低くなった(表一1)。前2者では変色根

内部に卵胞子が観察された。 また， いずれの接種菌株と

も褐変根部から再分離された (楠・ー谷，1994)。

以上の結果より，オオムギ黄枯病には3 種の乃thium

属菌が関与し，P.ゆinosumが最も重要な病原菌で，次い

でP. ultimum var. ultimumであり，P.勾Ilvaticumはあ

まり重要ではないと結論した。

W 根 の生育・活性と黄化症状発現と の

関係

オオムギ「サヌキハダカ」 を 本病原菌汚染圃場に播種

し， メタラキシル剤を施用した場合と施用しなかった場

合について， 根部の生育・活性と黄化症状発現との関係

を調べた。 メタラキシル剤を施用した場合には， 下葉が

黄化を開始する1 月ごろから根部が褐変し始め， その程

度は徐々に高くなった。3月中句には，根長が短く，根重

が軽く， 冠根数及び新根発生量は著しく少なかった。 ま

た，種子根及び冠根とも側根数が著しく少なし乃thium

属菌が多数検出された。 一方， 播種前にメタラキシル剤j

を施用した場合には， 全期間を通して根部に褐変が認め

られず，乃thium属菌もほとんど検出されなかった(表
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表 - 2 オ オ ム ギの根の生育及ぴ乃lhium 属菌分離率 に及ぽす メ タ ラ キ シ ル剤処理の影響剖

根長 根重 発根数 側 根数 (本) 分離率 (%)
処 埋

(cm) (g) (本) 種子根 冠根 1月 2月 3月 4月

メ タ ラ キ シ ル粒剤 (2% )

2 0  kg/10 a 全面処理 18 . 5  2 . 4  26 . 5  2 1  22 0 . 0  0 . 0  5 . 1  7 . 0  

無処理 10 . 5  0 . 9  8 . 6  14 9 10 . 5  22 . 2  45 . 1  35 . 0  

剖 板長， 根重 ， 発根数お よ び僻l根数は 1993年3月 1 日 に調査， 側 根数 は種子 根 と 冠根の稗基

部 から 5 cm の聞 の本数， 分離 は 1月から 4月ま での各月20 日 に行っ た。

視2.8
j首2.6
12 2.4 
!乏2.2
mg 2.0 
/ 1.� 
乾1.6
重1.4

1.2 
7 !.Q 
h 0.8 
� 0.6 12/20 2/20 

月/日

図 - 3 メ タ ラ キ シ ル剤処理 を し た サヌ キ ハ ダ カ の根活性

の経時変化

口 : 無処理. + : メ タ ラ キ シ ル剤 20 kg/10 a 処理

ー2)0 Trip henyl Tetraz ol iu m Chl oride (TTC)法 に よ

る根活性は， メタラキシル剤処理区に比べて， 無処理区

では 1 月中旬から低下し， 根部の褐変が顕著に見られる

時期には， 根活性はさらに低下し， その程度は種子根で

顕著であった (図-3)。 以上のことから， 本病では，

乃Ithium属菌の感染により， まず冠根に伸長や発根阻害

を生じ， 種子根や冠根の側根数が減少したり， 褐変する

ことにより， 根活性が急激に低下するため， 葉の黄化が

起こるものと考えられた。

V 発 生 生 態

1 土壌水分の影響
賛枯病菌の耐久体をKUSUNOKI and IcHITANI ( 1982) の方

法に従って採取し， これを接種した畑モデル土壊 (東

傑・ー谷，1993) の含水率を変えてオオムギ種子の出芽

に及ぽす土壊水分の影響をみた。 その結果， 含水率が増

加すると， より少ない菌数でもオオムギの出芽率が低下

した(表-3)。 含水率を高めた接種土壌中では， 全く発

芽， 発根しないか発芽してもほとんど発根しない種子や

根の伸長が抑制されているものが観察された(口絵写真

参照)。 また，これらの種子や根から接種菌が再分離され

た(楠・十河， 1994)。

黄枯病の常発地より採取した汚染土壌にオムムギ「サ

ヌキハダカ」種子を 1993年 12 月 15日に播種して 1 か月

表-3 P .司pinosum の卵胞子 を 接種 し た モ デル土嬢中 で

の オ オ ム ギ種子 の 出芽に 及 ぽす土壌 水分の影響

卵胞子接種濃度 土壌中 の含水率 ( % )

(個 /乾土 g) 15 20 25 30 

。 100 . 0剖 100 . 0  100 . 0  85 . 7  

1X 10' 100 . 0  100 . 0  100 . 0  85 . 7  

1X 10' 100 . 0  100 . 0  92 . 9  71 . 4  

1X 10' 100 . 0  85 . 7  92 . 9  42 . 9  

1X 10' 100 . 0  92 . 9  71 . 4  28 . 6  

叫 オ オ ム ギ種子 の 出芽率 (% )

間自然条件下 で 生 育 させた後， 土 壌 の 含 水 率 を約

15，20，25，30%に調節して収穫期 まで栽培した。 なお，

対照として， 汚染土壌を滅菌したものを用い， 含水率を

20%に調節した区を設けた。 その結果，含水率30%区で

は葉の黄化が著しく， 土壌水分が低下すると黄化程度が

低くなった。 滅菌土壌では黄化程度は著しく低かった。

また，根部の褐変程度及び乃thium属菌の分離率は含水

率30%区で最も高く， 土壌水分が低下すると低くなっ

た。 滅菌土壌では根部の褐変程度は低く，乃劫ium属菌

は分離されなかった(表-4)。得長，穂長，穂数及び玄麦

重についてみると，いずれも含水率が20%を超えると減

少した。 なお， 滅菌土壌では汚染土壌のすべての土壌水

分区に比べて生育が良好で，含水率が20%の汚染土壌区

に比べて滅菌土壌における稗長は約4割， 収量は約4.5

割増であった(表-5: 楠・十河， 1994)。

2 窒素肥料の影響
培地上で， 黄枯病菌の菌糸伸長及び耐久体の発芽に及

ぽす窒素肥料(硝酸態窒素， アンモニア態窒素， 尿素，

亜硝酸) の影響を調べた。 菌糸生育は亜硝酸が著しく高

い抑制を示し， アンモニア態窒素， 尿素の順で， 硝酸態

窒素はほとんど抑制を示さなかった。 耐久体の発芽は亜

硝酸が著しく高い抑制を示し， 尿素， アンモニア態窒

素，硝酸態窒素の順であった。 アンモニア態窒素では，

培地pH の低下に従って黄枯病菌の菌糸伸長及び耐久体

の発芽の抑制程度が高 まった。 これは黄枯病菌の最適

pH が6----7 の範囲にあることと一致する (楠， 1995 
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表 - 4 土壌 水分 を 異 に す る汚染土壌 で栽培 し た オ オ ム ギの根部 の褐

変程度及び乃Ithium ゆ'þ. の分離率状況a，

土壌 合 水率 (%) 根部 の褐変程度 (%) 乃Ithiumゆ'þ. の 分離率 ( %)

汚染土壌 15 35. 9 24 . 2  
H 20 47. 8 45. 1 
H 25 55. 2 52 . 3  
H 30 72 . 5  85. 6 

滅菌土壌 20 4. 5  0 . 0  

a) 1994年3月 5臼に調査

表 - 5 土壌 水分 を 異 に す る汚染土壌 で栽培 し た オ オ ム ギの稗長 ， 穂長， 穂 数

及び玄麦重

土壌 含水率 (%) 得長 (cm)

汚染土嬢 15 63. 8  

20 65. 4 

25 52. 8 

30 18. 5 

滅菌土壌 20 90. 5 

b) 。

1994 年 1 1 月 24 日 に 全面 全層播 き 及 び不耕起播 き し

た 「サヌ キ ハ ダカ 」 に お い て播 種~ 収穫 期の土壌 中 に お

け る ， 硝酸態窒素 ， ア ン モニ ア態窒素 ， 尿素 ， lll!硝酸 の

濃 度 の推移 と根 部褐変 程度及び乃thium属 菌 の 分離率

と の 関係 を調べ た 。 亜硝酸 は ほ と ん ど検出 さ れず， 尿素

は施肥恵 後 に わ ず か に検出 さ れた 。 亜硝酸 は ア ン モニ ア

か ら硝酸 に変 わ る と き の 中間産物で あ り ， 尿素 は短 期間

に ア ン モニ ア に変 わ る こ と か ら ， 亜硝酸 及 び尿素 は黄枯

病菌 の抑制 に あ ま り 関与 し て い な い と考 え ら れ る 。 ま

た ， 硝酸態窒素 は植物体 への吸 収や溶脱な どで， 濃 度が

短 期間 で低 下 し ， 早播 き ほ ど そ の程度 は 高か っ た 。 培 地

上 での抑制 も低 か っ た こ と か ら ， 硝酸態窒素 も黄枯 病菌

の抑 制 に あ ま り 関与 し て い な い と考 え ら れ る 。 し か し ，

ア ン モニ ア態窒素 は早播 き し た 全面 全層播 き 栽培 の濃 度

が1 か 月余 り で低 下 し て硝酸態窒素 に変 化 し た の に対

し ， 遅播 き す る と ア ン モニ ア態 窒素 が長 く 高 く 推移 し

た 。 ま た ， 不耕起播 き 栽培 で は さ ら に ア ン モニ ア態窒素

が長 く 高 く推移 し た 。 黄 化症 状 は早播 き し た 全面 全層播

き 栽培では早 く か ら 発生 し た の に対 し， 遅播 き し た も の

や不耕起播 き 栽培 で は 発生が遅 れた 。 こ れ ら の こ と か

ら ， 遅播 き や不耕起播 き 栽培 で は 土壌 中 の ア ン モニ ア態

窒素 が長 期間多量 に 維持 さ れ る こ と に よ り ， 黄枯 病の発

生が遅 れて そ の程度が低 か っ た も の と考 え ら れた 。

日 防 除

1 薬剤及び石灰窒素処理
オ オ ム ギ黄枯 病 の常 発圃場 に お い て ， メ タ ラ キ シ ル

穂長 (cm) 穂数 (本1m') 玄麦重 (kg/ 10a)

5 . 5  453 438 

5. 3 482 452 

4 . 5  386 325 

2 . 2  252 85 

4. 8 654 655 

表 - 6 各種薬剤処理土壌 に お け る乃，thium 属菌 の 時期別

分離頻度a)

処理量 調査月日
薬 剤 名 (10 a 

当 た り ) 2月 3月 4月 5月

ク ロ ル ピ ク リ ン剤 50 kg 。 。 。 15  

メ タ ラ キ シ ル剤 20 kg 5 7 15 30 

エク ロ メ ゾー ル剤 40 kg 150 125 85 150 

TPN弗j 30 kg 55 67 90 85 

ト リ ク ラ ミ ド剤 40 kg 315 420 300 250 

無処理 288 288 330 270 

叫 数字 は 繁殖体数/乾土 g

剤， エ ク ロ メ ゾー ル剤， TP N 剤， トリ ク ラ ミ ド 剤， ク ロ

ル ピ クリ ン剤及び石灰窒素 を 土壌処 理 し ， オ オ ム ギ 「サ

ヌ キ ハ ダカ J を播 種 し て根 部の褐変 程度 と 葉の黄 化程度

を調べ た 。 メ タ ラ キ シル 剤 20 kg/1 0 a 全面処 理 区 ， 同

1 0  kg/1 0 a播溝処 理 区及 び ク ロル ピ クリ ン 剤 50 kg/1 0 

a処理区 で は ， 根 部 の褐変 程度が著 し く低 く ， 土壌 か ら も

乃thium属 菌が ほ と ん ど分離 さ れ な か っ た ( 表 - 6) 。 し た

が っ て ， 乙 れ ら の処 理法 は黄枯 病 に 対 し て有効 で あ る と

考 え ら れた 。 ま た ， 石灰窒素 の 50�90 kg/1 0 a処 理 で

は， 根 部の褐変 程度 は無処 理 と 大差な か っ た が， 処 理量

を増やす と 収量 は増加 し た (楠 ら ， 1 995) 。

2 追肥
本病 に対 す る 追肥 の効 果 を検討す る た め ， 本病が単独

で発生 し て い る闘場 と オ オ ム ギ縞萎縮 病 を併 発 し た 圃場

の 2 圃場で， 198 9 年 3 月1 0 日 に追肥 と し て 高度化成 (ハ

イ パワ ー747) を 10 a 当 た り 20 kg (成分， N :  3 . 4  kg， 

一一一 4 一一一
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表 - 7 黄枯病単独発生翻場 に お け る追肥 と生育 ・ 収量 と の関係

区
手早 長 穂 長 穂 数 わら重 玄麦重[指数] く ず麦重 千粒重

(cm) (cm) (本) (kg) (kg) (kg) (g) 

無 追肥区 68.1 3.8 357 267 200 [100] 1 . 3  23. 7 

追肥区 関5 5. 1 390 500 397 [198] 2 . 3  29.2 

表 - 8 オ オ ム ギ 2品種 に お け る 根部の褐変程度， Pythium spp. の分離率及び

玄麦重 の比較叫

品 種 根部 の褐変程度 (%) 乃thium spp. の分隊 率 (%) 玄麦重 (kg/10 a) 

サヌ キ ハ ダカ

イ チ ノfンボ シ

55.2 

38.5 

52 . 3  

30. 5 

325 

425 

叫 根部 の褐変程度及びPythium spp の分離率 は 1993年3月5B に調査

P : 2 .8 kg， K : 3 . 4 kg) を施 用 し た 区 と無施 用 区 と を設

け， 生育 ・ 収量 を比較 し た 。 両圃場 と も追肥施 用 区 で は

黄 化症 状が ほ と ん ど回復 し (口絵写真参照 ) ， 無施 用 区 と

の差は顕著 で あ っ た 。 本病単独発生園 場 に お け る 生育 ・

収量 に つ い て表 ー 7 に示 す。 追肥 施 用 区で は すべ て の項 目

に つ い て ， 無施 用 区 よ り 高か っ た 。 玄麦 重でみ る と ， 追

肥 区 は無 追肥 区 の 約 200% と顕著 な 増収効果が認 め ら

れ， オ オ ム ギ縞萎縮 病の併 発園 場 に お い て も ， 134% と か

な り の増収 と な っ た 。 以上 の よ う に， 追肥 は オ オ ム ギ縞

萎縮 病の併 発の有無 に 関 係 な く 本病の被害 を軽減 し， 増

収す る こ と が判明 した (楠ら ， 1 990) 。

3 耐病性品種の利用
1992 年 に香川 県 の奨励品種 に な っ た 「 イ チ パ ンボ シ J

と従 来か ら の奨励品種 「サヌ キ ハ タ+ カj の黄枯 病 に対 す

る 耐病性 を比較 し た 。 「 イ チ パ ンボ シj は 「サヌ キ ハ ダ

ヵ 」 に比べ て根 部褐変 の 開始が約 1 か月遅 れ， 根 部の褐

変 程度 及 び乃thium属 菌 の根 部か ら の分離率が常 に低

く推移 し た (表-8 ) 。 ま た ， 根活 性 に お い て も ， Iサヌ キ

ノ、 ダヵ 」 は 1 月 中旬 か ら 急激 に低 下 し ， そ の後 も さ ら に

低 下 し た の に対 し ， I イ チ パ ンボ シ j で は常 に 高 く推移 し

た (楠 ・十河 ， 1994) 。 ま た ， I イ チ パ ンボ シ 」 は ， Iサヌ

キ ハ ダカ J に比べ て土壌 水分が高 い場合 に も ， 葉の黄 化

程度が低 く推移 し ， 根 部の褐変 程度及び乃thium属 菌の

分離率 も低 く ， 収量 は 高 か っ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， I イ

チ パ ンボ シ j は 「サヌ キ ハ ダヵ 」 よ り黄枯 病の耐病性が

高 い と考 え ら れた (楠 ・ 十河 ， 1995) 。

4 播種期， 播種方法の改善
全面 全層播 き 栽培 に お い て ， 10 月 25 日 ， 1 1 月 4 日 ，

1 1 月 18 日 ， 1 1月 24 日 及 び 12 月 5 日 に 「サヌ キ ハ ダ

カ J を播 種 し， 播 種期 と黄枯 病の発生及び生育収量 と の

関係 を調査 し た 。 また ， 11 月 24 日 及 び1 2 月 5 日播 種 に

お い て は不耕起 栽培 と の比較 を行 っ た 。 そ の結果 ， 播 種

一一 5

表-9 栽培法 と播種期が オ オ ム ギ黄枯病 の発生 と収量 に

栽培法

全面全層

播き 栽培

不耕起
矯き 栽培

及ぼ す影響

播種月日
黄化程度 根部 の褐変程度

(%)  ( % )  

10/25 9l .l  85. 7  

1 1/ 4 82. 3 8 1 . 8 

1 1/18  68.4 45. 5 

1 1124 28. 2 28. 7 

12/ 5 18.5 15. 3 

1 1/24 20.4 8 . 9 

12/ 5 8.7 2.1 

玄麦重

(kg/ 10 a) 

357 

405 

485 

549 

571 

585 

666 

.) 黄化穏度及び根部 の褐変程度 は 1 995 年 3月17 日 に調査

期 を遅 らせ る ほ ど黄 化程度及 び根 部褐変 程度が低 く ， 全

面 全層矯 き栽培 よ り不耕起 栽培 の ほ う が低 か っ た 。 ま

た ， 収量 は播 種期 を遅 らせ る ほ ど増加 し ， 不耕起 栽培 の

ほ う が高か っ た (表 9) 。

以上 の結 果か ら ， 両播 種方法 と も に ， 播 種期 を遅 ら す

ほ ど黄 化症 状及び根 部褐変 の発生が減少 し ， 黄枯 病 の被

害が軽減 す る こ と がわ か っ た。

お わ り に

オ オ ム ギ黄枯 病 に 関 す る 研究 は， 田杉 (1934) が病名

を記載 し て 以来 ほ と ん ど な い。 安正 ・吉 野 ( 1964) ， 河 野

ら (1964) 及び遠 山 ・ 草葉 (1967) は ， オ オ ム ギ縞萎縮

病の研究 の一環 と し て ， 二 条オ オ ム ギ か ら丹thium属 菌

が分離 さ れ る こ と を報告 し た 。 遠山 ・草 葉 (1967) は ，

有刺 の蔵卵器 と無刺 の 蔵卵器 を形成す る 菌株， 及び蔵卵

器 を持 た な い 菌株が分離 さ れ る こ と を報告 し て お り ， こ

れ ら の乃thium属 菌 は ， そ の 形態 か ら そ れぞ れp.

spinosum ， P. ultimum var. ultimum ， P.りlvaticum に

相 当 す る 可能性 も あ る と考 え ら れ る 。 本 県 に お け る黄枯

病の発生がオ オ ム ギ縞萎縮 病と併 発す る こ と が多 い こ と
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か ら み て ， そ の当 時 に も 黄枯病が発生 し て い た こ と が 推

察 さ れ る 。

本病 に よ る 被害 は Pythiu rn 属菌 の感染で生 じ た 板部

の障害 に よ り ， 線活性が低下す る こ と に よ っ て 起 こ る こ

と が明 ら か に なっ た 。 被害程度 は 土壌 中 のア ン モ ニ ア態

窒素 濃度 と 大 き く 関 係し て お り ， ア ン モ ニ ア 濃度が高 い

場合 に は， 本病 の被害が軽減 さ れ る も のと 考 える こ と が

で き る 。 例 えば 遅播き は温度低下 に よ り ， ア ン モ ニ ア の

分解が 遅く なる た め， ま た ， 不耕起栽培や 追肥で は 表 層

施肥に よ っ て 根圏土壌 中 のア ン モ ニ ア 濃度 が高 ま る た

め， 被害が軽減 さ れ る ので は ない か と 考 えら れ る 。 土壌

水分が高 い と き 被害が多 い のは， 多量 の水分に よ り 土壌

中 のア ン モ ニ ア 濃度 が 薄め ら れ て い る 可能性 も 考 えら れ

る 。 今 後， モ デjレ 土壌 を 用 い て機構解明 を す る 必要があ

る 。

く す る こ と であ る 。 第三に ， 早 播き を せ ず， 不耕起栽培

法 を 取 り 入れ る こ と で あ り ， 第四 は適期 の追肥で あ る 。

い っ た ん， 本病が発生 し た 圃場 に お い て も ， 追肥に よ り

被害がか なり 軽減で き る 。 こ れ ら の耕種的防除法を組み

合わ せ る こ と に よ り ， 本病が 克服で き る と 考 えら れ る 。

防除 に 関 し て は， 麦価の低 迷のた め ， 薬剤防除 は 困難

であ り ， 本病 の発生生態 を 踏ま えた 耕種的防除法に頼 ら

ざる を えない 。 第ーに ， 耐病性品種 を 導入す る こ と であ

る 。 本県 に お い て も ， 本病及びオ オ ム ギ縞萎縮病 に 耐病

性 の「イチ パン ボシ」 が 1 992 年 に 奨励品種 と なり ， 現在

で は広 く 栽培 さ れて お り ， 本病 の発生が少 なく なっ た 。

第二に ， 暗渠排水や 排水 溝の設置 を し て 闘場 の排水 を 良
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